
施策名

施策の概要

達成すべき目標

施策に関係する内閣の重要政
策（施政方針演説等のうち主な
もの）

基準値 目標値

年度 ２０年度 ２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度 年度

894,798 897,846 886,844 807,909 集計中 －

－ － － － －

基準 目標

２０年度 ２０年度 ２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度 25年度

0 － 1 1 1 3 6

－ － － － －

基準値 目標値

年度 ２０年度 ２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度 年度

－ 132,677 127,930 124,925 120,061 集計中 －

－ － － － －年度ごとの目標値

測定指標

1

年度ごとの目標値

3

実績値

安全で快適な自然とのふれあいの場を提供しつつ、ふれあい活動をサポートする人材を育成することでエコツーリズムを推進
し、自然とのふれあいの質の向上を図る。また、貴重な自然資源である温泉の保護と適正な利用を図る。

施策の予算額・執行額等

年度ごとの目標値

2

施策の進捗状況（実績）

実績値

目標管理型の政策評価に係る評価書の標準様式
別紙２

（環境省24-25 ）

目標５－５　自然とのふれあいの推進

豊かな自然とのふれあいや休養などの国民のニーズに応えるため、持続可能な自然資源の保全を図りつつ、安全で快適な
自然とのふれあいの場の提供やふれあい活動をサポートする人材の育成を行う。

区分

合計（ａ＋ｂ＋ｃ）

22年度

10,440,471

・生物多様性国家戦略2012-2020（平成24年9月28日閣議決定）第３部第２章第１節２「自然とのふれあい活動の推進」「自然
とのふれあいの場の提供」

予算の
状況

（千円）

執行額（千円）

当初予算（ａ）

エコツーリズム推進法の規定に基づく
全体構想認定数

温泉利用の宿泊施設利用人数の推移
（千人）

補正予算(b)

繰り越し等（ｃ）

0

2,420,937

12,861,408

11,957,656

23年度

10,029,560

500,000

△ 186,937

10,342,623

9,665,336

24年度

8,106,008

4,952,000

△ 3,237,932

9,820,076

8,817,403

25年度

8,228,855

-

自然とのふれあい場である自然公園等
の利用者の推移（千人）

学識経験を有する者の知見の
活用

政策評価を行う過程において使
用した資料その他の情報

担当部局名

年度ごとの目標値

-

-

施策に関する評価結果

目標の達成状況

・自然とのふれあい活動をサポートする人材の育成等によりエコツーリズ
ムを推進した。また、国立公園等における自然とのふれあいの推進を図
るため、安全かつ快適に自然を体験できるよう公園利用施設の新設及
び老朽化施設の更新や、自然生態系の再生等のための施設の整備を
実施した。このほか、自然資源である温泉の保護と適正な利用を図っ
た。

目標期間終了時点の総括

自然とのふれあいの推進に係る各種事業を着実に実施してきたが、国
立公園等における公園利用施設の中には老朽化した施設等も数多くあ
り、引き続き整備を行っていく必要がある。また、エコツーリズム全体構
想策定を視野に入れた持続的なエコツーリズムの推進や温泉の保護と
適正な利用に関する科学的知見の一層の充実が課題となっている。

・「自然と共生する社会」の実現に資するよう、今後も国民のニーズに的
確に応え、自然への理解や大切にする気持ちを育成することを目的とし
た自然ふれあいメニューの拡充やエコツーリズムの推進を図るとともに、
安全で快適な国立公園等における公園施設の整備や温泉の保護と適正
な利用を図っていく。

自然ふれあい推進室
自然環境整備担当参事官室

作成責任者名
堀上　勝

坂本　文雄
政策評価実施時期 平成25年6月


